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１．概要（Summary ）： 

X線 1分子動態計測法は、計測目的の生体分子 1分

子の特定部位に標識した金ナノ結晶の運動を計測す

ることにより、～0.1 度程度の高空間分解能で生体分

子の動きを計測できるため、蛋白質の機能発現機構を

解明する手法として最近注目を浴びている。本研究課

題では、X線によるバックグラウンドノイズの低い溶

液置換観測チャンバーの開発を行った。 

 

２．実験（Experimental）： 

これまでに、X線計測においてバックグラウンドが

少ないと考えられる薄膜を観測チャンバーの素材と

して用い、また、平井らが開発した３次元フォトリソ

グラフィを応用したマイクロ流路形成プロセスを用

いて、薄膜上にマイクロ流路を形成することに成功し

ていた。 

本研究では、新たに Fig.1に示す送液が容易な流路

デザインを採用するとともに、溶液置換用のジグを作

製して送液実験を行った。また、溶液を封入した状態

で X線のバックグラウンドノイズ計測を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

従来は2溶液交換速度を高速に行うことに特化した

T字のマイクロ流路を作製していた。しかし、蛋白質

動態計測には複数ステップの流路底面修飾が必要で

あるため、より簡易な流路形態が有利と考えた。また、

動態計測の効率に資するため、複数流路を１基板に形

成するデザインとした。 

この新しいデザインの流路に溶液を流すためのジ

グを作製し、溶液送液を行った。溶液が流路内に封入

された状態で SPring8 でのバックグラウンドノイズ

の測定を行い、バックグラウンドノイズが十分に低い

ことを確認した。 

流路底面の化学修飾に際して、複数のステップで行

うため、ジグの改良および、流路内洗浄の効率的な方

法の開発が今後の課題である。 

 

 

Fig. 1 Photomask design for microfluidic device 

 

Fig. 2 Optical image of chamber in microchannel 
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